
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     第２４３４回 ２０１６年 5 月 11 日（水）12:30～13:30 高幡不動尊         No.41 

      卓話『共生の社会について』 福村 真紀子 様 
 【会長挨拶】 横倉 利夫 会長 

	 	 

 久しぶりに例会場に帰ってきました。非常に懐かしく新鮮な感 
じがします。点鐘の鐘も久しぶりなので失敗しない様に行いまし 
た。皆様お元気でしたでしょうか。また。４月２０日の５０周年 
記念では４年間ご苦労されました熊井実行委員長お疲れ様でした。 
皆様のご協力で無事に終わる事ができお客様も大変喜んでおられ、これもひとえに
皆様のお陰です。いよいよ我々の年度も２ヶ月で幕を閉じます。精一杯気を抜かず
に頑張ってまいります。宜しくお願い致します。先日、「ふだん着でＣＯ2をへらそ
う実行委員会」の監査に行ってきました。そのキャラクターグッツを紹介します。
皆様もこんな取り組みをしていると言う事を広めて頂きたい。 
	 

≪例会プログラム≫ 
	 

【司会】 
 小峯 利夫 
 例会向上委員長 
	 

【開会点鐘】 
	 横倉 利夫 会長 
	 

【国家・ロータリーソング】 
	 ソングリーダー 
 北村 淳 君 
『君が代』 
『奉仕の理想』 
	 

【ビジター・ゲスト紹介】 
	 多文化ひろば あいあい 代表 
福村 真紀子 様 
 
小林医院医院長 
鮫島 博之 様 
	 

【ニコニコ報告】 
遠藤 力 委員 
	 

【出席報告】 
	 疋田 久武 委員長 
	 

【委員会報告】 
	 社会奉仕委員会 
 IM 実行委員会 
 次年度幹事	 
	 創立 50 周年記念事業実行委員会 
	 

【卓話】 
	 多文化ひろば あいあい 代表 
福村 真紀子 様 

 

	 

【幹事報告】 西山 尚之 幹事 
	 

・今月のロータリーレートは1ドル＝110円となります 
・財団室ニュースを回覧します 
・椎間優子さんからのメールを回覧します 
・各クラブから例会予定がきています 
・福田さんへの寄せ書きにまだ記入していない方は是非寄せ書きお願いします 
・50周年で配ったお菓子が少し余っています。お好きな方はお持ち帰りください。 
 	 
【鮫島様挨拶】 鮫島 博之 様 
	 

 私の先代の小林先生の頃から公私に渡り皆様方には本当にお世 
話になりありがとうございます。また日頃ロータリークラブの社 
会貢献活動を聞きますと感銘するところもございまして、この度 
僅かですが寄付をさせていただきました。会員の皆様とはゴルフなどもやりますの
で、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
 

	 

【社会奉仕委員会】 藤林 良昭 委員 
	 

杉田会員の方からペットボトルの蓋をたくさんいただきました。 
誠にありがとうございました。 
 
 

 

 

 

 
	 

【IM実行委員会】 村上 光 委員 
	 

 次年度の IM 委員を務めることになりました村上です。先月に 21 日に第一回目の IM委員会があ 
りまして、多摩南グループの 11 クラブから委員が集まりました。今後は 5回ミーティングをして準 
備をしてゆくということで、開催日は 11 月 11 日、京王プラザホテルで行う事が決まっております。 
IM のテーマはこれから協議してゆきますが、各クラブからアイディアを出して欲しいということな 
ので、また皆さんで協議したいと思います。 
 
 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

	 

【次年度幹事からの報告】 宮野 孝雄 次年度幹事 
	 

	 

 いよいよ 7月から新しい年度になります。今日、例会が終わった後 13 時 45 分から約 30 分で次年 
度の方針説明会を行いますので、用事のある方以外、皆さん残って聞いてください。よろしくお願い 
します。 
 

 
 

	 

【創立50周年記念事業実行委員会】 熊井 治孝 委員長 
 
 おかげさまで創立 50 周年記念式典が終わりました。実行委員のみならず会員皆様方のご協力ご理 
解の基だったと深く感謝申し上げます。今日からクールビズですが、折角つくりましたロータリーの 
ネクタイを有効に使っていただきたく思います。それから、まだ皆様方から会費を頂戴していません。 
会員は 15,000 円、ご家族は 8,000 円でございます。どうぞお忘れなくよろしくお願いいたします。4年間いろいろと
ありがとうございました。50 周年に相応わし記念行事だったと思います。 
 

 
 

	 

【卓話：共生の社会について】 「多文化ひろば あいあい」代表 福村 真紀子 様 
 
 私は生業が学校の先生なので、一方的に喋るのが不得意です。いつも学生たちと一緒にインターア 
クションを行いながら授業を進めているので、私が質問したり投げ掛けをしたら反応していただいて 
もよろしいでしょうか。日野市には 2千人以上の外国人が住んでいるということで、これは平均的な 
パーセンテージです。例えば愛知県豊田市、群馬県太田市などは日系人がたくさん工場に勤務してい 
て多文化共生社会が身近な問題としてあります。日野市のような散在地域では多文化共生はなかなか意識に上って来な
いと思います。私は日野市でいろいろな国にルーツを持つ親子が参加できるようなサークルを運営しています。 
 今日はテーマを「共生の社会について」といただいたので、「多文化共生」という言葉について皆さんと一緒に考え
てゆきたいと思います。文化とは何だろうか？絵画、ファッション、宗教、歴史、食事、慣習、産業も文化の一つと考
えられます。例えば食文化やファッション文化等、眼に見える分かりやすい文化もありますが、眼に見えない文化もあ
ります。それは私は何者かという個人を表す表し方であって、これがすごく大切なのでは思っています。何が言いたい
かというと、多文化共生と言った時に、ややもすると国と国、人種と人種という考え方を持ってしまいがちなんですけ
れども、じつは多文化と言った時にそれだけではなくて、それぞれ一人ひとりが個人の文化を持っています。他の人と
話をした時に、意見の食い違いがあると思います。その時に相手の意見を受入れて、対話があって人間関係をつくって
ゆけることが多文化共生であると思っています。対話と会話は何が違うのでしょうか？会話というのはただのおしゃべ
りで、対話というのは何かテーマがあってそれについてお互い意見を交換するものだと思います。対話の場をつくるの
は大変だと思います。多文化共生では意識して場をつくらなければただの会話になってお互いを知ろうという態度が失
われてしまう気がします。 
 日野市国際交流協会では地域日本語教室が展開されています。そこでは日本人ボランティアの方が外国人の方に日本
語を教えるという活動をしています。ここでひとつ疑問を感じていて、先生と学生という立場がずっと固定していて、
そこで対話があまり起こっていないのではないかと思いました。親子対象のクラスと対話の場をつくりたいと思い、
2010 年 2 月にサークルを立ち上げました。必要な人に必要なサービスを与えられれば良いかなと思い継続をしていま
す。始めは「にほんご あいあい」という名前を付け、自然な対話の中で自然に日本語を習得できるようにという活動
を続けていたのですが、実際に日本に来たばかりの人は全く日本語が出来ないとその対話に入って来られません。 
 

	 

【月例祝賀】 
 
 

 
 

 

 

 

  

 

 



 

【ニコニコ報告】 遠藤 力 委員 
	 	 	 	 本日のニコニコ：         0 円／累計 722,400円 
      ビジターフィー：         0 円／累計   12,000円 
	 	 

 横倉 利夫 君  本日の卓話講師の福村真紀子さん、卓話楽しみにしております。 
          又、鮫島博之様には御寄付をいただき、感謝申し上げます。                       
 西山 尚之 君  福村さん、ようこそお越しくださいました。卓話楽しみにしております。           
 熊井 治孝 君  お蔭様で 50 周年記念式典を無事に終了することが出来ました。 
          皆様の御理解、御協力に感謝申し上げます。                        
 疋田 久武 君  私事ですが、今日の午前中、「ひったくり防止対策」の協力者で日野警察署長感謝状を受賞しま 
          した。                                         
 土方 邦人 君  2 ヶ月ぶりの例会で、少し緊張しています。 

 

 

東京日野ロータリークラブ会報 
 事務局：〒191-0042 東京都日野市程久保3-37-3 
      ℡：042-594-3711 fax：042-593-0510 
 例 会：毎週水曜日（12:30より） 例会場：高幡不動尊客殿 
 ＵＲＬ：http://www.hino-rotary.org 
 メール：info@hino-rotary.org 
 

会長：横倉 利夫    幹事：西山 尚之 
会報委員会：北村 淳(委員長) 
      福田 多恵子  奥野 誠也 
      熊井 治孝   小林 雄太 
      森原 豊    山口 徹雄 
      成田 恭隆   遠藤 力 

【出席報告】 疋田 久武 委員長 
	 

<事前のMU> 
 井村 廣巳(50 周年実行委員会) 
 小宮 延雄(新選組準備) 
 森原 豊(次年度理事会) 
 野村 圭伊(次年度クラブ協議会) 
<事前のMU> 小林 雄太(新選組祭り準備)  杉田 純一(新選組祭り準備)  名取 淳(新選組祭り準備) 

 
 

 

 会員総数 
(出席免除数) 

出席総数 
(免除者出席数) 

MU 欠席 出席率 

本日報告 39 ( 5) 23 ( 1) (事前)4 6 77.14% 

前回訂正 39 ( 5) 35 ( 3) (0)+0 3 92.11% 

前々回訂正 39 ( 5) 10 ( 1) (12)+0+3 10 71.43% 

 

 

	 

だったら日本語を話さない活動をして入りやすいようにしたらどうだろうと考えました。ダンスを得意な人にはダンス
の先生になってもらい、タイ料理の得意な人にはタイ料理をつくって食べるという活動をしました。日本語を軸にして
しまうと入って来れない人がいます。そうではなく、ダンスや料理などその人がイニシアチブを取って出来る活動を仕
掛けることによって、教える教わるの循環をしてゆくことによって多文化共生が成り立ってゆくのではないかと思って
います。 
 

 

 


